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これからの「自分を生きる」を考える
10月20日に環境活動家の大岩根尚さんを講師

おおいわ ね ひさし

にお迎えして，中高合同の教育講演会を行いました。

演題は「地球に遊んでもらいましょう」。自分のやり

たいことを模索し続けた大学・大学院時代や南極地

域観測隊として参加した南極内陸部の調査，三島村

役場専門職員として取り組んだジオパーク認定取得，

気候変動やSDGs

に関する現在の活

動の話などを軸に，

「自分を生きる」と

はどういうことかに

ついてお話しいた

だきました。

気候変動やSDGsについては，具体例を交えた分

かりやすい説明で，私たち自身が地球温暖化の問題

の一部であることを改めて認識するとともに，一人一

人の行動や価値観が課題の解決につながるというこ

とを学びました。

「勉強するほど世界が

面白くなる」，「何が自分

にとっての『幸せ』か」，

「『失敗』って何？」，「苦

しんだ期間にも意味があ

る」と語る大岩根さん。生徒一人一人が「これからの

自分をどう生きるか」を考える機会になりました。

職業人に学ぶ「働くこと」の意味
10月13日に１・2年生対象の職業講話を行いまし

た。地域で活躍される19人の方々に仕事の内容や，

やり甲斐などについて話をしていただきました。

一般に，進路選択を間近に迫られる高校生にとっ

て，「仕事の話」は職業

図鑑などの情報として見

聞きすることはあるもの

の，働く人々の日常や喜

怒哀楽に触れる機会は

意外なほど少ないのが

現状です。そのような中，職業講話等で語られる働く

人々の生きた言葉は，高校生が「働くこと」に対するも

のの見方や考え方を形成していく上で豊かな土壌を

提供してくれます。

生徒のみなさんは話を聞いて終わりにするのでは

なく，興味を持ったことや疑問に思ったことなどはキャ

リア・パスポートに書き留め，図書室やインターネット

なども活用して探究し続けることが大切です。

与論翔励会から「翔励金」を頂きました
与論翔励会は，与論教育の振興に貢献することを

目的とする有志の会で，本校教育の更なる向上，発

展のために，毎年温かい御支援を頂いています。

10月15日に田中國重会長から今年度の翔励金

が授与されました。頂いた翔励金は，各種検定等の受

検料補助など，生徒の進路目標の実現や教育活動

の充実のために大切に使わせていただきます。ありが

とうございました。

授業拝見⑤（商業） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。第5回は商業です。

3年生の情報ビジネスの授業。この日の内容は「手続きの

記録と実行」です。表計算ソフトウェアで，繰り返し使いた

い定型的な作業を登録（マクロ）し，さらに実行しやすいよ

うにメニューを作成するという一連の流れを学習します。

生徒たちは教科書の例題

をコンピュータを使って解

決。解法に係る基本事項を

確認した後，「体育祭の長縄

跳び競技の点数を集計する

作業を自動化する」という

学習課題に挑戦しました。

各自で解決策を考え，ワーク

シートに記入した後は，2～

3人でアイディアを比較して

検討。生徒たちは真剣に話し

合い，各自の解決策について

追加・修正を加えました。コ

ンピュータを使った検証は次

回の授業で行うことになりました。

授業者は，観点別評価が可能となるように，昨年度までの

検定を意識した授業構成を改め，単元で育成を目指す資質・

能力を踏まえ，生徒が主体的に取り組める学習課題を毎時間

取り入れています。授業後，生徒の一人は「興味をもって

課題に取り組むことができます」と語ってくれました。
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校長講話から 読書週間に寄せて～熟慮を重ねることによってのみ，読まれたものは，真に読者のものとなる（令和３年10月４日全校朝礼）

おはようございます。10月になりました。これからの
季節は気候的にも過ごしやすく，本を読んだり，物事
をじっくり考えたりするにはとてもよい時期です。
毎年10月27日から11月９日は読書週間です。読

書推進運動協議会のウェブサイトでは，読書週間に
ついて次のように紹介されています。

終戦の２年後の1947年（昭和22年），まだ戦火の傷痕が至

るところに残っているとき，「読書の力によって，平和な文化国

家を創ろう」と決意をひとつに，出版社，取次会社，書店と公

共図書館が力を合わせ，さらに新聞・放送のマスコミ機関の協

力のもとに，第１回「読書週間」が開催されました。

第１回の「読書週間」は11月17日から23日。これは11月

16日から１週間にわたって開かれるアメリカの「チルドレンズ

・ブック・ウィーク」にならったものです。各地で講演会・図

書に関する展示会が開かれ，その反響は大きなものでした。「一

週間では惜しい」との声を受け，現在の10月27日から11月９

日（文化の日をはさんで２週間）となったのは，第２回からです。

それから70年以上が過ぎ，「読書週間」は国民的行事として

定着し，日本は世界有数の「本を読む国民」の国となりました。

その一方，物質生活の豊かさに比べ精神生活の低迷が問題視さ

れている昨今，論理的思考の基礎となる読書の重要性は，ます

ます高まってきています。

本年の「読書週間」が，みなさん一人一人の読書への関心と，

読書習慣の確立の契機となることを願ってやみません。

「読書の力で平和な文化国家を創る」という決意
の下に始まった読書週間の取組を，これからも大切
にしていきたいものです。
ところで歴史を遡ると，読書や学問について様々な

至言が遺されています。きょうみなさんに紹介したい
し げん

のは，19世紀ドイツの哲学者ショウペンハウエルが
著した『読書について』という本の中の一節です。

読書は，他人にものを考えてもらうことである。本を読む我

々は，他人の考えた過程を反復的にたどるに過ぎない。習字の

練習をする生徒が，先生の鉛筆書きの線をペンでたどるような

ものである。だから読書の際には，ものを考える苦労はほとん

どない。自分で思索する仕事をやめて読書に移るとき，ほっと

した気持になるのも，そのためである。だが読書にいそしむか

ぎり，実は我々の頭は他人の思想の運動場にすぎない。そのた

め，時にはぼんやりと時間をつぶすことがあっても，ほとんど

まる一日を多読に費やす勤勉な人間は，しだいに自分でものを

考える力を失っていく。

ショウペンハウエルは，ただひたすら本を読んでい
るというのは，自分の頭を「他人の思想の運動場」と
して貸しているだけで，本を読めば読むほど，自分で
ものを考えることができなくなると言い切ります。これ
は衝撃的な見解です。だからといって，「本を読まずに
自分の頭だけで考えよ」と言いたいのでもありませ
ん。彼の真意は次の一節にあります。

食物をとりすぎれば胃を害し，全身をそこなう。精神的食物

も，とりすぎればやはり，過剰による精神の窒息死を招きかね

ない。多読すればするほど，読まれたものは精神の中に，真の

跡をとどめないのである。つまり精神は，たくさんのことを次

々と重ねて書いたような黒板のようになるのである。したがっ

て読まれたものは反芻され熟慮されるまでに至らない。だが熟
はんすう

慮を重ねることによってのみ，読まれたものは，真に読者のも

のとなる。食物は食べることによってではなく，消化によって

我々を養うのである。それとは逆に，絶えず読むだけで，読ん

だことを後でさらに考えてみなければ，精神の中に根をおろす

こともなく，多くは失われてしまう。

つまり，読書によって，自分の頭を「他人の思想の
運動場」にしないためには，読んだだけで終わるので
はなく，読んだ後に自分の頭で考える時間が必要だ
ということです。感動したのなら，なぜ感動したのか，
違和感があるなと思ったのなら，何がそう思わせるの
かを考えてみること。「何となく腑に落ちないな」とい
う感覚が少しでもあるのなら，安易な妥協はせず，探
究を続けることが大切です。
そのためには例えば，同じ本を読んだ友だちと感想

を言い合うのも一つの方法です。一冊の本のそれぞ
れの場面でも，人によって反応は異なります。こんなに
も受け止め方や解釈が違うのかということを知ること
で，自分の視野が広がり，同時に自分の頭でものを
考える力もついてきます。
また，読んだ本の魅力を人に話すことも効果的で

す。９月の文化祭ステージ部門で１年生２人が行った
ビブリオバトルを想定したプレゼンテーションの取組
は，読んだものが自分の「精神の中に根をおろす」た
めには，とても意味のある方法の一つだと思います。
『声に出して読みたい日本語』など，読書に関わる

数多くの著書がある明治大学教授の齋藤孝さんは，
『読書力』という本の中で，「読書力は日本の地力」
であると言います。齋藤さんは「読書は，四股に似て

し こ

いる。相撲を取るための素地をつくる最良の方法が
四股である」，「読書は思考活動における素地を創る
ものだ。もちろん読書をしなくても考えることができな
いわけではない。しかしそれは，四股を踏まない者が
取る相撲のように，レベルの低いままに止まる」と述

とど

べ，「多少とも精神の緊張を伴う読書」を推奨してい
ます。つまり，難解な部分もあって読むのは「ちょっとき
ついけれども楽しい」。この感覚を味わうことができれ
ば，読書の豊かな世界へ入っていけると語ります。
みなさんが朝読書や読書週間を通して，「ちょっと

きついけれども楽しい」と実感する一冊に出会うこと
を期待します。まずは，きょう図書室に行ってみよう。

【引用・参考文献】ショウペンハウエル（斎藤忍随 訳）『読書について 他二編』1960

年，岩波文庫／池上 彰『なんのために学ぶのか』2020年，SB新書／橋爪大三郎『人間
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